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世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て

（
七
）
河
村
彦
左
衛
門
供
養
塔
・

　
　
　
大
久
保
長
安
逆
修
塔

　

相
川
江
戸
沢
町

１
番
ノ
６
に
あ
る

大
安
寺
は
、慶
長

11
年
（
１
６
０

６
）、大
久
保
長
安

に
よ
っ
て
開
基
さ
れ

た
浄
土
宗
の
寺
院

で
、
境
内
に
は
江

戸
時
代
の
佐
渡
金

銀
山
に
関
係
し
た
人
々
の
石
造
物
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。中
で
も
本
堂
に
向
か
っ
て
左
側

に
あ
る
屋
根
の
付
け
ら
れ
た
大
き
な
石
の
祠

と
、そ
こ
か
ら
奥
の
斜
面
に
あ
る
タ
ブ
林
の
中

に
建
つ
巨
大
な
五
輪
塔
が
目
を
引
き
ま
す
。

こ
れ
は
前
者
が「
大
久
保
長
安
逆
修
塔
」
、

後
者
が「
河
村
彦
左
衛
門
供
養
塔
」で
、平

成
６
年（
１
９
９
４
）５
月
24
日
、国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
河
村
彦
左
衛
門
供
養
塔

　

河
村
彦
左
衛
門
吉
久
は
、越
後
国
の
大

名
上
杉
景
勝
の
家
臣
で
、天
正
17
年（
１
５

８
９
）景
勝
が
佐
渡
を
領
国
と
し
た
時
に
派

遣
さ
れ
た
代
官
の一
人
で
し
た
。彼
は
、慶
長

２
年（
１
５
９
７
）よ
り
島
内
の
検
地
を
実

施
し
て
検
地
帳
と
呼
ば
れ
る
土
地
台
帳
を

作
っ
た
ほ
か
、鶴
子
銀
山
を
管
理
し
て
経
営

の
才
能
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、佐
渡
国
が

幕
府
の
直
轄
地
と
な
る
と
、徳
川
家
の
御
家

人
と
な
っ
て
引
き
続
き
代
官
の一
人
と
し
て
佐

渡
に
残
り
ま
し
た
。
慶
長
８
年
（
１
６
０

３
）、佐
渡
の
農
民
が
年
貢
増
を
幕
府
に
直

訴
し
た
こ
と
か
ら
、河
村
は
、連
帯
責
任
と

し
て
免
職
と
な
り
、代
わ
っ
て
大
久
保
石
見

守
長
安
が
佐
渡
代
官（
後
に
佐
渡
奉
行
）と

な
り
ま
し
た
。

　

供
養
塔
は
、慶
長
13
年（
１
６
０
８
）、河

村
彦
左
衛
門
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立

さ
れ
た
石
英
安
山
岩
製
の
五
輪
塔
で
、均
整

の
と
れ
た
堂
々
と
し
た
も
の
で
あ
り
、慶
長

11
年（
１
６
０
６
）に
開
基
し
た
大
安
寺
の

中
で
は
最
古
の
石
塔
で
す
。
高
さ
は
２・
７８

メ
ー
ト
ル
、各
輪
正
面
に
五
大
種
子
を
刻

み
、地
輪
正
面
に
文
字
が
刻
ま
れ
、背
面
に

小
泊
村（
現
在
の
羽
茂
地
区
）の
石
工
惣
左

衛
門
な
ど
の
名
前
が
あ
り
、小
泊
の
石
工
の

手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
巨
大
な
五
輪
塔
は
、奉
行
の

供
養
塔
や
山
師
の
墓
な
ど
島
内
に
多
く
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、江
戸
時
代
当
時
の
佐
渡

金
銀
山
の
隆
盛
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
大
久
保
長
安
逆
修
塔

　

大
久
保
石
見
守
長
安
は
、武
田
信
玄
の

家
臣
と
し
て
甲
斐
国（
現
在
の
山
梨
県
）の

金
山
開
発
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
人
物
で
、

武
田
氏
滅
亡
後
は
、徳
川
家
康
に
仕
え
て
伊

豆
の
金
山
代
官
と
な
り
、の
ち
に
石
見
銀
山

や
佐
渡
金
山
の
代
官
と
な
っ
て
江
戸
時
代
初

期
の
幕
府
の
経
済
を
支
え
た
人
物
で
す
。大

久
保
長
安
に
よ
る
佐
渡
の
金
銀
山
経
営
に

よ
っ
て
金
銀
の
産
出
量
が
増
加
し
、陣
屋

（
後
の
佐
渡
奉
行
所
）を
は
じ
め
と
す
る
現

在
の
相
川
市
街
地
の
原
形
が
造
ら
れ
ま
し

た
。

　
「
逆
修
」と
は
、生
き
て
い
る
間
に
自
分
の

死
後
の
供
養
を
行
う
こ
と
で
、こ
の
た
め
に

造
ら
れ
た
も
の
を
逆
修
塔
と
呼
び
、大
久
保

長
安
の
も
の
は
方

形
の
切
石
上
に
あ

る
石
造
宝
篋
印

塔
一
基
を
石
室
の

中
に
収
納
し
た
形

式
で
す
。

　

宝
篋
印
塔
は
、

全
高
１
１
０
セ
ン

チ
、法
名
と
慶
長

16
年
（
１
６
１

１
）の
銘
が
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。
塔

の
上
部
に
あ
る

相
輪
は
後
に
欠

け
た
た
め
に
取

り
除
か
れ
て
、宝
珠
型
に
加
工
し
直
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。石
塔
に
は
、越
前
国（
現

在
の
福
井
県
）の「
笏
谷
石
」と
呼
ば
れ
る

青
緑
色
の
石
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。石
室

は
、笏
谷
石
の
切
石
を
組
ん
だ
切
妻
平
入

造
り
の
屋
根
で
、一
部
に
安
政
３
年（
1
８
５

６
）の
修
復
時
に
取
り
替
え
ら
れ
た
安
山
岩

質
の
も
の
が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。石
室
背
後
に

は
2
体
の
如
来
像
が
半
肉
彫
り
さ
れ
て
い
ま

す
。『
佐
渡
国
略
記
』に
明
和
５
年（
１
７
６

８
）、本
堂
北
側
の
現
在
位
置
に
移
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
お
り
、元
の
場
所
は
本
堂
の
南

側
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

石
の
風
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、平
成
８

年（
１
９
９
６
）に
補
修
強
化
を
目
的
と
し

て
解
体
さ
れ
、石
材
の
保
存
処
理
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
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▲大安寺

▲河村彦左衛門供養塔

▲大久保長安逆修塔

▲大久保長安像

おわびと訂正
市報さど10月号に掲載
しました、「世界文化遺
産登録に向けて─御
料局佐渡支庁跡」につ
いて誤りがありました。
　掲載写真2段目左の
御料局佐渡支庁跡全
景と、3段目の鉱山長室
内部は明治期ではな
く、昭和12～16年頃の
ものです。おわびして訂
正します。
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